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あきたびじょんブランド化推進事業

観光戦略課

１ 目 的

新型コロナウイルス感染症の拡大により、地方への関心が高まっている中、豊

かな自然環境や多様な文化など、アフターコロナの時代に選択されうる要素が豊

富な本県の魅力を、あきた音楽大使の高橋優さんの力を借りながら全国に発信す

ることで、秋田ファンの拡大及び本県への誘客促進を図る。

２ 概 要

高橋優さんが実際に県内を巡り、地元の方へのインタビューを交えて秋田の魅

力や地域に息づくストーリーを紹介するガイドブックを制作・配布するととも

に、取材の様子を収めた写真のパネル展を開催する。

＜ガイドブック＞

・内 容：食、文化、観光地など秋田の魅力を高橋優本人による取材で紹介

・発行部数：６万部（Ｂ５サイズ、約５０ページ）

・配布方法：高橋優ファンクラブ会員への発送、全国ＣＤショップ、県外事務所、

アンテナショップ、県内取材場所等への設置

＜パネル展＞

・内 容：ガイドブック取材時に撮影した写真をパネルで展示

・開催場所：県内取材場所周辺、東北管内等 計１０か所

３ 予算額 １６，０００千円

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用予定）

（委託料）
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観光施設魅力向上事業について

観光戦略課

１ 目 的

新型コロナウィルス感染症の影響が続く中、県有観光施設において利用者の安全・安

心を確保するため、必要な環境整備を行う。

２ 概 要

新型コロナウイルス感染症防止対策のため、必要な機器の購入及び修繕を行う。

・対象施設：秋田ふるさと村、男鹿水族館、田沢湖スキー場

・事業内容：感染症対策機器等の購入（サーモグラフィ、空気清浄機、非接触体温計等）

窓及び扉の改修 等

３ 予算額 ６，６９７千円

（新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金活用予定）

内 訳 ・需用費 ３，２７７千円

・備品購入費 ３，４２０千円
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新しい旅行スタイルに対応したＦＩＴ誘客プロモーション事業について【新規】

観光振興課

１ 目 的

新型コロナウイルス感染症の収束後の訪日旅行再開を見据え、少人数・滞在型観光や

自然・癒やしをテーマにした旅行など、三密を避けた新たなスタイルに対応した本県な

らではの観光コンテンツや、旅行先としての安全性を発信するとともに、県内事業者の

受入態勢整備を促進する。

※情報発信のための準備及び受入態勢整備促進に関連した内容は実施しつつ、海外へ

の情報発信時期については、入国制限緩和の状況等を踏まえ判断

２ 概 要

（１）在日外国人インフルエンサーを活用した情報発信等 １５，４０１千円

三密とならない新たな旅行先等をＰＲするため、現地に影響力のあるインフルエ

ンサー及び訪日旅行を取扱うランドオペレーター（※）によるファムツアーを実施

し、ＳＮＳ等を通じた情報発信とともに、新たな旅行スタイルを踏まえた宿泊施設

等への助言を行う。

招請人数：インフルエンサー・ランドオペレーター 各５人程度

(※)旅行会社の依頼を受け、行程の提案やホテル等の手配・予約を行う会社。

（２）県公式サイト等による情報発信 ２１，１７５千円

多言語サイト「ＳＴＡＹ ＡＫＩＴＡ」に、体験動画を組み込んだ新たなモデル

コースを掲載するとともに、サイトへの誘導広告を配信する。

（３）体験予約サイトと連携した情報発信 ７，６２３千円

県内事業者の体験型コンテンツについて、海外の体験予約サイトへの登録を促進

するセミナーを開催するとともに、同サイトにモデルコース等を掲載した特集ペ

ージを設置し情報発信を行う。

３ 予算額 ４４，１９９千円

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用予定）

内 訳 ・旅 費 ２３６千円

・需用費 １００千円

・委託料 ４３，８６３千円
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世界遺産等を活用した体験・滞在型旅行受入強化事業について【新規】

（東北観光復興対策交付金）

観光振興課

１ 目 的

訪日旅行の再開を見据え、世界遺産やユネスコ無形文化遺産をはじめとする豊富な歴

史・文化・自然資源を活用した周遊ルートを開発するとともに、県内各地で培われてき

た地域資源を活用した体験メニューの整備を支援することにより、海外からの教育旅行

をはじめとする体験・滞在型旅行の受入態勢強化を図る。

２ 概 要

（１）周遊ルートの開発 １，２７０千円

世界遺産やユネスコ無形文化遺産、伝統行事、食文化等の地域資源を組み合わせ、

訪日リピーターの興味や関心を引きつける周遊ルートを開発する。

ルート数：１０本程度

（２）体験メニューの整備 ２，８８８千円

周遊ルート上において、伝統行事への参加や食文化体験など、地域資源を活用し

た体験メニューの整備を支援する。

（３）多言語セールスシートの作成 １，６１７千円

開発した周遊ルートや体験メニューを海外の旅行会社等へＰＲするための多言語

セールスシートを作成する。

対象市場：台湾、中国・香港、タイ、英語圏

３ 予算額 ５，７７５千円

（委託料）
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観光による消費拡大緊急対策事業について

観光振興課

１ 目 的

国の「ＧｏＴｏトラベル事業」と連携し、県産品を活かした本県独自のキャン

ペーンを展開するほか、観光情報サイトを再構築することで、情報発信の強化を

図り、誘客を促進する。

２ 概 要

（１）県産品を活用した誘客促進事業【新規】 ２１１，８６８千円

ＯＴＡサイトを利用して秋田県内に宿泊した方を対象に、オンラインショッ

プで県産品と引換可能なクーポンを配布するとともに、本県への次なる旅行の

提案を行い、再訪を促進する。

＜主な内容＞

・クーポン配布対象

①宿泊と往復乗車券等がセットになっている場合

手配代金６万円以上：県産品１万円相当分（１万件）

②宿泊のみの場合

手配代金２万円以上：県産品６千円相当分（１．５万件）

・対象期間：令和２年９月～令和３年１月

・委 託 先：企画提案コンペによる

＜主なスケジュール（予定）＞

７月下旬～ 企画提案募集開始

８月上旬～中旬 審査会及び契約締結

９月中旬～ キャンペーン開始

※事業実施のタイミング及び対象エリアは新型コロナウイルス感染症の状況等

を見極めて判断

【参考】

ＯＴＡ（Online Travel Agent）：インターネット上で取引を行う旅行会社のこと
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（２）アフターコロナに向けた観光情報サイト再構築事業【新規】

４３，６４９千円

アフターコロナにおける新たな旅行形態のニーズを見据え、観光情報サイト

の再構築を図る。

＜主な内容＞

・実施期間：令和２年８月～令和３年３月

・実施内容：個人型旅行者に対応したＯＴＡサイト等との連携

ＡＩを活用した観光案内及びサイト分析機能の導入

スマートフォンで閲覧しやすいページレイアウトの設定

印象的な写真や動画を多用したビジュアル重視のサイト構成

デジタルプロモーション・マーケティングの実施

・委 託 先：企画提案コンペによる

３ 予算額 ２５５，５１７千円

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用予定）

（１）県産品を活用した誘客促進事業 ２１１，８６８千円

内 訳 ・旅費 ３８千円

・需用費 ８０千円

・役務費 ８０千円

・委託料（クーポン原資含む） ２１１，６７０千円

委託料の内訳

・クーポン原資 １９０，０００千円

・キャンペーン経費等 １９，７００千円

・消費税及び地方消費税 １，９７０千円

（２）アフターコロナに向けた観光情報サイト再構築事業 ４３，６４９千円

内 訳 ・旅費 ９４千円

・需用費 ８０千円

・役務費 ８０千円

・委託料 ４３，３９５千円
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「あきたの美味食」販売強化事業について【新規】

秋田うまいもの販売課

１ 目 的

売上げが減少している県産食品の販売拡大と本県への観光誘客を促進するため、県外

において販促イベントを展開するとともに、インターネットを活用した販売強化等の取

組を支援する。

２ 概 要

（１）県外販売強化事業 ４６，３０２千円

① 主要ＪＲ駅でのあきたフェア開催 １０，６０１千円

ＪＲ東日本グループと連携して仙台駅等で物産と観光のイベントを開催する。

・開 催 場 所：ＪＲ仙台駅、浦和駅、大宮駅

・実 施 期 間：令和２年９月 ～ １２月（各駅３日間）

※事業実施のタイミング及び開催場所は新型コロナウイルス

感染症の状況等を見極めて判断

② 「あきたうまいもの割引券」の発行 ３３，７２１千円

「あきた美彩館」と「秋田ふるさと館」で利用できる共通割引券を発行する。

・実 施 期 間：令和２年９月 ～ 令和３年１月

・実 施内容：２千円以上の商品購入者に、次回購入時に利用可能な割引券（６

万枚）を発行

③ アンテナショップの物販・情報発信機能の強化 １，９８０千円

「あきた美彩館」のウェブサイトを改修し観光情報等の発信を強化するとともに、

ネット販売を促進するため冷凍保管設備を増設する。

・委 託 先：（株）秋田ニューバイオファーム

（２）秋田の酒でカンパイ支援事業 １１，７９８千円

① 日本酒の販売促進及び情報発信への支援 １０，０３３千円

「日本酒の日」（１０月１日）に各蔵元が協力して行うオンライン乾杯イベント

や各蔵元の紹介動画の制作・配信、新たな企画商品（統一のラベル、容器）によ

る特別販売会等の取組に助成する。

・補助対象者：秋田県酒造協同組合

・補 助 率：４／５

・限 度 額：１０，０００千円
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② 地ビールの需要回復に向けた支援 １，７６５千円

地ビール製造業者が共同で行う、秋田の地ビールを紹介する総合ウェブサイトの

立ち上げと、ウェブサイトを活用した販促キャンペーンの展開等の取組に助成す

る。

・補助対象者：秋田県麦酒醸造技術研究会

・補 助 率：４／５

・限 度 額：１，６００千円

（３）香り華やか秋田みそ・醤油販売拡大支援事業 ２，０００千円

デジタルパンフレットの制作など、業界団体が行うネットでの情報発信と販売強化

に向けた取組に助成する。

・補助対象者：秋田県味噌醤油工業協同組合

・補 助 率：４／５

・限 度 額：２，０００千円

３ 予 算 額 ６０，１００千円

(新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用予定)

（１）県外販売強化事業 ４６，３０２千円

内 訳 ・旅 費 ７８０千円

・需用費 ４０９千円

・役務費 １５８千円

・委託費 ４４，９５５千円

（２）秋田の酒でカンパイ支援事業 １１，７９８千円

内 訳 ・需用費 ３３千円

・委託費 １６５千円

・負担金補助及び交付金 １１，６００千円

（３）香り華やか秋田みそ・醤油販売拡大支援事業 ２，０００千円

内 訳 ・負担金補助及び交付金 ２，０００千円
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県内空港利用促進緊急対策事業について【新規】

交通政策課

１ 目 的

新型コロナウイルス感染症の影響により、航空利用が大幅に減少していることから、

国の「ＧｏＴｏトラベル事業」と連携した航空路線の利用促進策を実施し、路線の維持

・拡充につなげる。

２ 概 要

秋田空港及び大館能代空港の利用促進協議会を通じて、航空会社と連携した利用促進

キャンペーンを展開する。

（１）取組内容

①個人向けパック商品に設定するオプション（二次交通、体験型アクティビティ等）

の割引及び情報発信 ２７，１５５千円

②航空利用者へのターミナルビル内テナントで利用可能な千円クーポン券の発行

（２千円以上の購入で利用可能）及び情報発信 １８，９７５千円

（２）交付額

・秋田空港分 ３２，５６５千円

・大館能代空港分 １３，５６５千円

（３）実施期間

令和２年９月～令和３年２月（予定）

※事業実施のタイミングは新型コロナウイルス感染症の状況等を見極めて判断

３ 予算額 ４６，１３０千円

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用予定）

（負担金補助及び交付金）
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乗合バス事業維持対策事業について【新規】

交通政策課

１ 目 的

新型コロナウイルス感染症の影響により、住民生活や観光流動を支える乗合バス路線

の運賃収入が大幅に減少していることから、乗合バス事業の継続を目的とした支援を行

い、地域公共交通網の維持・確保を図る。

２ 概 要

県内のバス事業者に対し、乗合バスの車両台数に応じた支援金を交付する。

（１）対象車両

県内のバス事業者が乗合バスとして運行する車両。

ただし、専ら空港リムジンバス、高速バス及びコミュニティバス（市町村が交通不

便地域の解消等を目的に運行するもの）として運行する車両を除く。

（２）交付額

２０万円×登録車両台数（対象車両 計４３７台）

３ 予算額 ８７，４００千円

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用予定）

（負担金補助及び交付金）
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レンタカー事業者緊急支援事業について【新規】

交通政策課

１ 目 的

新型コロナウイルス感染症の影響により、レンタカー利用が大幅に減少していること

から、レンタカー事業者に対して事業継続に要する経費を支援し、観光、ビジネス等で

重要な役割を担う移動手段の維持・確保を図る。

２ 概 要

県内のレンタカー事業者に対し、車両台数に応じた支援金を交付する。

（１）対象事業者

県内に本社があるレンタカー事業者又は県外に本社があって県内に支店・営業所を

有する中小のレンタカー事業者

（２）対象車両

レンタカー事業者により本県で登録されている乗用車（2,469 台）及びマイクロバ

ス（160 台）

（３）交付額

３ 予算額 ３５，７４０千円

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用予定）

内 訳 ・負担金補助及び交付金 ３４，８８０千円

・委託料 ８６０千円

乗 用 車

総額 ２７，８８０千円

２万円×対象車両台数

（１事業者あたり６００万円を上限）

マイクロバス

総額 ７，０００千円

５万円×対象車両台数

（１事業者あたり３００万円を上限）
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県有文化施設等安全安心確保事業について【新規】

文化振興課

１ 目 的

新型コロナウィルス感染症の影響が続く中、県有文化施設等において来場者や公演関

係者の安全を確保しながら公演・文化イベント等を開催できるよう、感染防止対策を講

じるために必要な機器等を整備する。

２ 概 要

新型コロナウイルス感染防止対策のため、アトリオン等に設置する発熱確認の機器等

を購入する。

・対象施設：アトリオン（音楽ホール、展示室等）、あきた文化交流発信センター

・事業内容：感染症対策機器等の購入

（サーモグラフィ、空気清浄機、非接触体温計 等）

３ 予算額 １，７５８千円

（新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金活用予定）

内 訳 ・需用費 １５３千円

・備品購入費 １，６０５千円
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